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無農薬モモ園におけるアブラムシ天敵ヒラタアブの
インセクタリープラントとしてのソバの間作
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Intercropping of Buckwheat as an Insectary Plant for
Hover Flies of Aphid Enemy in Non-Pesticide Peach Orchard
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Summary 

For fostering hover flies of aphid enemy, buckwheat was grown as an intercrop be-
tween rows of peach trees provided with non-pesticide management.  The peach 
trees were trained as a central leader and planted in a row system.  Buckwheat seeds 
were sown between the rows two times so that their flowering period was June（sum-
mer） and September/October（fall）.  Hover flies access buckwheat flowers for seeking 
honey and pollen.  Larvae of hover flies eat aphids on the peach leaves.  The average 
population density of hover flies in buckwheat plants was 3.4/m2 and 0.6/m2 in the 
summer and fall, respectively.  When the population density of larvae in the peach 
leaves was observed in the fall season, the average density was 0.49/leaf and 0.053/
cm2.  Thus buckwheat plants are beneficial for fostering hover flies of aphid enemy 
when planted as an insectary plant in non-pesticide peach orchards.

緒　　　　　言

　最近、農産物の安全性という観点から、天敵を利用した無農薬栽培や減農薬栽培の取り組みが行わ
れている。これに関連して近年、天敵へ花蜜、花粉や代替餌、隠れ家などを提供するインセクタリー
プラントを農耕地に配置し、天敵の保護、増強を行って、栽培する作物の害虫を防除をしようとする
研究が行われている11, 12, 14, 15, 16）。アブラムシの天敵にはテントウムシ類、アブラバチ類、クサカゲロ
ウ類、ショクガタマバエ類、ヒラタアブ類などがいる。ヒラタアブ類は１～３齢幼虫時代の７～10日
間に一日平均約30匹のアブラムシを捕食するとされている。しかし、成虫になると花粉、花蜜を摂食
するようになることが知られている。アブラムシの天敵としてのヒタラアブ類の研究がこれまでに数
多くなされている1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 13）。しかしながら、これまでの研究は果樹園外での調査が多く、
実際の果樹園での研究報告はほとんど見られない。本研究では、最近２年間全く無農薬散布とした列
植えの主幹形モモ園の列間にソバを播種し、ソバへ訪花するヒラタアブ成虫の個体密度を調査すると
共に、モモ葉に寄生しているアブラムシを餌としているヒラタアブ幼虫の個体密度を調べ、ソバがヒ
ラタアブのインセクタリープラントとして有効かどうかを調査した。
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材料及び方法

　実験は2010年に愛媛大学農学部附属農場で行った。使用したモモ園（品種：日川白鳳）は、過去２
年間、完全無農薬とした。モモはいずれも共台の野生モモ台で主幹形に仕立て、列植えにしている。
施肥管理については、モモを植える前のぶどう園時代に毎年施用してきた肥料分があると思われたこ
と、また、モモの小樹化を目的とした実験を行ってきたので、ほぼ10年間、化学肥料は無施用で管理
してきた。園地は雑草草生とし、適宜、バロネス除草機で除草を行い、刈った雑草はモモの樹の周り
に敷き草とした。樹高はほぼ２ｍである。夏期開花用のソバとして、品種‘春のいぶき’を４月26日
にモモ園の列間（約２ｍ幅）の中央部に１列（幅0.3ｍ×長さ16ｍ）ずつ、計３列に播種した（第２
図　A）。播種前に、耕耘機で耕し、播種後、真砂土を薄く覆土しておいた。土が乾燥しないよう適
宜灌水をした。また、秋期開花用のソバとして、品種‘信濃１号’を同じ場所で、同様に７月30日に
２列（幅0.3ｍ×長さ16ｍ）に播種した。６月８日から６月21日の間と９月10日から10月26日の間に
ソバに飛来しているヒラタアブ類の成虫の個体数を計測した。夏期の計測は３列を３反復とし、秋期
の計測は一列を半分に分け、４反復として計測した。計測時刻は原則として午前８時半から９時の間
に行った。今回の調査では飛来しているヒラタアブ類の種類の同定は行わなかった。夏期には栽植し
ている日川白鳳にほとんどアブラムシの着生が見られず、幼虫密度の観察ができなかったので、秋期
には他所でアブラムシの着生しているモモ葉を摘み取り、調査園の新梢が伸長している日川白鳳の若
い葉にホッチキスを利用して取り付け（第２図　E）、新しい葉にアブラムシを着生させ、その葉に
ついてヒラタアブ類の幼虫密度を観察した。10月６日、10月11日、10月13日、10月23日にアブラムシ
の着生している葉にいるヒラタアブ類の幼虫の個体数を計測し、葉あたりの密度及びcm２あたりの
密度を計算した。ソバを植えている場所から、アブラムシの着生している樹までの直線距離も測った。
　

結果及び考察

　夏期におけるヒラタアブ成虫のソバの花への飛来密度の結果を第１図に示した。６月８日から６月
23日の計測期間中の密度は、1.7～5.9匹／ｍ２で、平均は3.4匹／ｍ２であった。無農薬にもかかわら
ず、本年度、夏期にモモ園内でのアブラムシの発生はほとんど見られなかった。
　秋期の調査について、ヒラタアブの成虫のソバへの飛来密度を第３図に示した。９月10日から10月
26日の間の成虫密度は0.1～1.3匹／ｍ２の範囲で、期間中の平均は0.6匹／ｍ２であった。夏期にアブ
ラムシの着生葉がほとんど見られなかったので、他所に栽植しているモモに樹に着生しているアブラ
ムシコロニーのある葉を、調査園のモモの新梢の先端の展開しつつある葉にホッチキスで取り付けて、
アブラムシ着生葉を増やすよう試みた（第２図　Ｅ）。取り付けた葉が萎れるにつれて、アブラムシ
は新しい葉に移動して容易に新たなコロニーを形成することが分かった。今後の調査に当たっては、
アブラムシコロニーが少ない場合にはこのような方法でコロニーを増やすことが有効であると思われ
た。幼虫密度の平均値はアブラムシコロニーのある葉一枚当たり平均0.49匹で、密度では平均0.053
匹／ cm2であった。
　アブラムシの密度とヒラタアブの幼虫の密度に関連して、Furuta・Sakamoto（1984）はカエデ類
に寄生するモミジニタイケアブラムシではヒラタアブ類の幼虫はアブラムシ密度の高い木で多く見ら
れたと報告している２）。また、水野・市岡（1996）は、一つのアブラムシコロニーに存在が確認され
るヒラタアブの幼虫は１匹または２匹であり、３匹以上存在するコロニーは非常に特殊な場合のみで
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あると述べている９）。いっぽう、伊藤・巌（1977）は350×350×180cmの網室内にホソヒラタアブの
雌成虫６匹と雄成虫２匹を放餌して、モモアカアブラムシを着生させた鉢植えキャベツの葉に産み付
けられた産卵数を調査している３）。アブラムシの密度が高いほど、葉１枚当たりの産卵数は多くなり、
葉一枚当たりのアブラムシの平均密度が167.3では産卵数７個と報告し、アブラムシ100匹当たりの産
卵数はアブラムシ密度が高くなるにつれて減少するとしている。
　ソバが植わっている場所とヒラタアブ幼虫が着生しているモモの葉までの距離とヒラタアブの幼虫
密度との間には明確な関係は見られなかった。一匹のヒラタアブの行動範囲がどれくらいなのか調査
する必要があると思われる。
　小野・城所（2007）はダイズに麦類をリビングマルチのバンカープラントとした時、６月下旬から
７月上旬にかけて、リビングマルチ区では無処理区に比べてダイズにおけるヒラタアブの幼虫及び蛹
の密度が高くなったと報告している11）。彼らの研究は、麦類とダイズの双方で優占する異なる種類の
アブラムシ類を捕食することを利用したもので、ジャガイモヒゲナガアブラムシの密度を抑制する効
果が期待できるとしている。
　ヒラタアブ類をアブラムシの天敵として利用する方法としては、ヒラタアブ類が一般に多種のアブ
ラムシを捕食する広食性であることを利用して、対象作物に着生するアブラムシとは異なる種のアブ
ラムシの着生する植物をインセクタリープラントとしてヒラタアブの幼虫の餌場とする方法と本研究
のように成虫が花粉・花蜜を利用する植物をインセクタリープラントして利用する方法が考えられる。
ソバは後者の植物として有効と考えられる。この点に関連して、大野（2009）もインセクタリープラ
ントとしてソバの有効性を指摘している12）。
　本研究の調査中に、アブラムシの天敵であるクサカゲロウ類やアブラバチ類やショクガタマバエに
よるアブラムシの捕食も観察されたので、無農薬モモ園ではヒラアタアブだけではなくこれらの天敵
も働いてアブラムシの発生密度を抑えている可能性が考えられる。

第１図　無農薬モモ園に間作したソバに飛来するヒラタアブの成虫密度（夏期）
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第２図　無農薬の列植え主幹形モモ樹の間作にインセ
クタリープラントとしてソバを植えたときのソバの花
へのヒラタアブ成虫の飛来とモモ葉に着生したアブラ
ムシを補食するヒラタアブの幼虫
Ａ：並木植え主幹形モモ樹の列間に植えたソバ
Ｂ・Ｃ：ソバの花に飛来したヒラタアブの成虫
Ｄ：アブラムシを補食するヒラタアブの幼虫（矢印）
　　（2010年10月7日）
Ｅ：アブラムシが着生した葉を摘み取って別の樹の新
梢の先端の葉にホッチキスで留めておくと、葉が
萎れて（ａ）アブラムシが新梢の葉に移動する
（ｂ）。

第３図　無農薬モモ園に間作したソバに飛来するヒラタアブの成虫密度（秋期）
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調査日 モモの品種 ソバからの距離
（ｍ）

調査したアブラ
ムシ着生葉数

一枚当たりの
葉面積（cm2）

ヒラタアブ幼虫
（匹／葉）

ヒラタアブ幼虫
（匹／ cm2）

10月６日 日川白鳳  1～4（2.2±0.5）Z 13 9.0±1.1 0.08±0.08 0.014±0.014 

10月11日 日川白鳳  1～25（10.8±5.6） 10  10.4±0.8 0.80±0.37 0.085±0.053 

10月13日 日川白鳳  1～25（9.2±4.9） 16  13.3±1.6 0.69±0.25 0.062±0.022 

10月23日 日川白鳳  1～25（6.4±4.7） 16  11.1±1.8 0.43±0.13 0.054±0.018 

　Z：カッコ内の数字は平均距離

摘　　　　　要

　無農薬で栽培している列植え主幹形モモ園の列間にソバを間作し、ソバの花蜜・花粉を求めて飛来
するアブラムシの天敵ヒラタアブ類を涵養するのに有効かどうかを調査した。ソバは開花期が６月（夏
期）と９～10月（秋期）となるようにモモの列間を耕耘して播種をした。ソバの花に飛来するヒラタ
アブの成虫密度は秋期に比べて夏期で多かった。秋期にモモの葉のアブラムシコロニーに寄生するヒ
ラタアブ類の幼虫密度を調査したところ、モモ葉一枚当たり0.49匹、cm２当たり0.053匹であった。
無農薬モモ園で、モモの生育の盛んな夏期に、アブラムシの天敵ヒラタアブ類を涵養するためのイン
セクタリープラントとしてソバを列間に間作することは有意義だと考えられた。
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